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知財部門向け生成 AI 活用 実践研修マニ

ュアル (レベル 1：探索・理解フェーズ) 

1. はじめに：知財業務の新たなスタンダードを目指して 

1.1. 本マニュアルの目的と位置づけ 

生成 AI の台頭は、知財業務のあり方を根底から問い直す転換点です。本マニュアル

は、この変革の波を乗りこなし、我々知財部門が競争優位性を築くための、戦略的か

つ安全な第一歩を定義するものです。我々の取り組みは「レベル 1：探索・理解フェー

ズ」と位置づけられています。これは、性急な全社展開を目指すのではなく、まずリス

クを最小限に抑えた環境で具体的な活用法を試し、部門として「小さな成功体験」を

着実に積み重ねることを最優先する戦略です。この一歩一歩の確実な前進こそが、

将来の大きな業務革新に繋がる最も賢明なアプローチであると確信しています。 

1.2. 我々が目指す 2 つの成果 

私たちが生成 AI 活用で目指すのは、単なる作業の高速化ではありません。目指す

べきは、「効率化」と「高付加価値化」という 2 つの軸を両立させることによる、知財業

務の質的転換です。この取り組みを通じて、私たちは以下の 2 つの成果を追求しま

す。 

• 効率化: 特許情報の精読や複数資料の整理といった、定型的な情報処理業

務に費やしていた時間を大幅に削減します。 

• 高付加価値化: 効率化によって生まれた時間と AI の能力を活用し、従来は

時間的制約で見過ごされていた新たな洞察や、経営判断に資する戦略的視

点を創出します。 

これら 2 つの原則を常に意識することが、本マニュアルで紹介する具体的なユースケ

ースを実践し、その価値を最大化するための基盤となります。 

2. 生成 AI 活用の基本方針とルール 

2.1. 導入：安全な活用に向けた共通認識 
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本格的な実践に入る前に、私たち全員が共有し、遵守すべき基本方針を確認しま

す。ここに定めるルールは、個々の試みを部門全体の成功へと導き、同時に情報セ

キュリティ等の潜在的リスクから組織を守るための土台です。全部門員がこの共通認

識を持つことが、安全で効果的な AI 活用の第一歩となります。 

2.2. 厳守すべき 3 つの原則 

以下の 3 つの原則は、レベル 1 フェーズにおける全部門員共通のルールです。 

1. リスク最小化の徹底 入力する情報は「公開済み情報」に限定します。具体的

には、「特許公報」や公知の「論文」などが対象です。いかなる理由があろうと

も、「未公開の発明情報」や「社内機密データ」といった機密情報を入力するこ

とは固く禁じます。これは、情報漏洩リスクを完全に排除するための最も重要

な鉄則です。 

2. 小さな成功体験の積み重ね 本マニュアルで紹介するユースケースは、まず

部内限定の PoC（概念実証）として開始します。小さな成功と課題を早期に可

視化し、チームで共有しながら改善を重ねていくアプローチを取ります。このサ

イクルが、着実なスキル向上と本格導入への道を拓きます。 

3. 「効率化」と「高付加価値」の両立 すべての活動において、この 2 つの成果を

常に意識してください。単に「作業が速くなった」で終わらせず、「その結果、ど

のような新しい価値を生み出せたか？」を自問自答することが、知財部門の役

割を次のレベルへ引き上げる鍵となります。 

これらの基本方針を遵守することが、これから紹介する実践的な操作方法を学び、活

用するための大前提となります。 

3. 【実践編】4 つのコア・ユースケース 

3.1. ユースケース①：競合分析の高度化 

3.1.1. 目的と戦略的価値の解説 

日々公開される膨大な特許情報の中から、競合他社の技術開発の核心を迅速に見

抜き、我々の事業戦略に活かすこと。それがこのユースケースの目的です。生成 AI

を活用することで、発明の本質的な価値を短時間で把握し、競合の技術進化のトレン

ドを客観的なデータに基づいて分析することが可能になります。 
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3.1.2. ステップ・バイ・ステップガイド 

プロンプトの提示と解説 

以下のプロンプトは、単一の特許公報から深い洞察を得るために設計されています。

「課題・解決・効果」という 3 つの要素を抽出させることで、発明の本質的な構造を瞬

時に理解できます。さらに、「過去 3 年間の特許との比較」を指示することで、静的な

要約に留まらず、競合の技術開発における動的な進化の方向性をあぶり出すことが

できます。 

次の特許公報の内容を読み取り、 

①解決しようとしている課題 

②そのための技術的手段 

③得られる効果 

を簡潔にまとめてください。 

 

さらに、同一出願人が過去 3年間に出願した同分野の特許と比較して、技術的

な進歩点や差別化の要素を指摘してください。 

期待される成果の分析 

これにより、従来の手作業による「精読」と「分析メモ作成」という断片的なプロセス

が、AI による「自動構造化」と「技術進化トレンドの可視化」という統合的なプロセスへ

と進化します。 

• 効率化効果: 従来、専門知識を持つ担当者が 1 件あたり 1 時間を要していた

特許の精読・分析作業が、わずか 15 分に短縮されます。 

• 高付加価値効果: 競合の技術進化の方向性を客観的なデータとして抽出し、

戦略的な分析資料を極めて短時間で作成可能になります。これにより、分析

業務の質が飛躍的に向上します。 

この分析手法によって得られる競合の動向理解は、次に紹介する新規事業機会の探

索にも直結する重要な視点を提供します。 

3.2. ユースケース②：新規事業機会の探索 

3.2.1. 目的と戦略的価値の解説 
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我々が保有する、あるいは競合が開発している技術には、まだ見出されていない応

用可能性があるはずです。このユースケースは、公開特許情報という宝の山から、技

術シーズが応用されうる市場を網羅的にマッピングし、未開拓市場（ホワイトスペー

ス）を発見するための強力なツールとなります。 

3.2.2. ステップ・バイ・ステップガイド 

プロンプトの提示と解説 

このプロンプトは、3 段階の指示を通じて、膨大な特許群から事業機会を論理的に発

見するプロセスを自動化します。 

1. まず、各特許から技術の「用途」を網羅的に抽出します。 

2. 次に、それらを「用途×出願人」のマトリクス表として整理・可視化します。 

3. 最後に、AI 自身がそのマトリクスを分析し、参入プレイヤーが少ない有望な領

域、すなわち「ホワイトスペース」を指摘します。 

# 対象 

（自社や競合の特定技術分野に関する複数の公開特許番号リスト） 

 

# 指示 

1. 上記の特許群から、技術の「用途（応用先）」をすべて抽出しなさい。 

2. 抽出した用途を「行」、出願人を「列」としたマトリックス表を作成しな

さい。 

3. このマトリックスから、まだ参入プレイヤーが少ない「有望な用途領域

（ホワイトスペース）」を指摘しなさい。 

期待される成果の分析 

• 効率化効果: 複数の特許情報を横断し、手作業で行っていた用途の整理とマ

ッピング作業が、半日から 30 分へと劇的に短縮されます。 

• 高付加価値効果: AI が生成した客観的なマトリクスに基づき、「競合が少なく、

市場機会の大きい領域」（例えば、今回の分析では「環境モニタリング」のよう

な未参入分野）をデータドリブンで特定できます。これにより、知財部門は単な

る技術情報の管理者ではなく、勘や経験則を超えた客観的データに基づき、

R&D 部門へ新たな事業機会を能動的に提案する戦略パートナーとなります。 
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単一の情報源だけでなく、複数の情報を組み合わせることで、さらにインサイトの質

が高まります。 

3.3. ユースケース③：戦略的インサイトの提供 

3.3.1. 目的と戦略的価値の解説 

我々知財部門は、単なる情報の管理者から、ビジネスの羅針盤そのものへと進化し

ます。点在する情報を線で結び、経営層が理解できる「戦略的な物語」として提示す

ることが求められます。このユースケースは、特許、論文、ニュースといった複数の情

報源を AI に統合分析させることで、知財部門が「経営の言葉」で語れる戦略的インサ

イトを創出し、経営判断に直接貢献する役割を担うことを可能にします。 

3.3.2. ステップ・バイ・ステップガイド 

プロンプトの提示と解説 

このプロンプトの核心は、性質の異なる複数の情報を AI に統合させ、特定のオーデ

ィエンス（経営層）が求めるアウトプット形式（3 つの視点）で要約させる点にあります。

これにより、単なる情報収集ではなく、意思決定に直結するインテリジェンスを生成す

ることができます。 

# 対象情報 

- A社の最新公開特許（特開 2024-XXXXX）の要約 

- 関連分野の最新論文（XXXX学会）の要約 

- 最近の市場動向に関するニュース記事 

 

# 指示 

これらの情報を統合し、以下の 3点で経営層向けに簡潔なレポートを作成せ

よ: 

1. 最新の「技術トレンド」 

2. 競合の「強みと弱み」 

3. 今後の「事業インパクト」 

期待される成果の分析 

• 効率化効果: 従来は担当者が丸 1 日を費やしていた、複数情報源の収集・分

析・統合レポート作成プロセスが、約 2 時間に短縮されます。 
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• 高付加価値効果: このプロセスを通じて、知財部門は手続きや調査といった

従来の役割から脱却し、経営層の戦略的意思決定に貢献するビジネスパート

ナーへと進化できます。これは部門の価値を根底から変える大きな可能性を

秘めています。 

外部情報の分析だけでなく、内部で生まれるアイデアの評価にも AI は活用できま

す。 

3.4. ユースケース④：発明創出プロセスの加速 

3.4.1. 目的と戦略的価値の解説 

優れた発明は、質の高いアイデアと、それを迅速に評価し磨き上げるプロセスから生

まれます。このユースケースは、発明者から提案されたアイデアの「原石」を、公開特

許群との比較を通じて客観的かつ迅速に初期評価することで、発明発掘会議の質と

スピードを向上させ、発明創出のサイクルそのものを加速させることを目的とします。 

3.4.2. ステップ・バイ・ステップガイド 

プロンプトの提示と解説 

このプロンプトは、発明アイデアを「新規性」「進歩性」「事業的な利用可能性」という知

財評価の根幹をなす 3 つの観点から簡易的に評価させます。ここで極めて重要なの

が、「評価の根拠となった公開特許番号を併記すること」という指示です。これにより、

AI の回答がブラックボックスになるのを防ぎ、担当者がその妥当性を検証できる、信

頼性の高いアウトプットを得ることが可能になります。 

# 評価対象 

（自社の発明アイデアの概要） 

 

# 指示 

この発明アイデアについて、関連する公開特許群と比較し、以下の点を簡易的

に評価しなさい。 

1. 「新規性」の可能性 

2. 「進歩性」の可能性 

3. 「事業的な利用可能性」 

 

※評価の根拠となった公開特許番号を併記すること。 
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期待される成果の分析 

• 効率化効果: 従来は手動調査で数時間を要していたアイデアの初期評価が

約 30 分に短縮され、より多くのアイデアを迅速にスクリーニングできます。 

• 高付加価値効果: 評価プロセスが高速化することで、発明の質を向上させる

ための本質的な検討時間を確保できます。データに基づいた客観的な議論が

可能になるだけでなく、出願前に改良の機会を増やすことができます。さら

に、出願後の審査で引例となりうる先行技術を早期に発見することで、より強

固な権利取得に繋げることができます。 

これらのユースケースを実際に部門内で推進していくための具体的なアクションプラ

ンについて、次のセクションで解説します。 

4. 導入に向けたアクションプランと次のステップ 

4.1. 導入：計画的な推進による成功の実現 

ここまで学んできた強力なユースケースも、具体的な行動に移さなければ価値を生み

ません。「知っている」から「できる」へ、そして「成果を出す」へと繋げるためには、計

画的な推進が不可欠です。このセクションでは、学びを部門全体の力に変えるため

の、着実なアクションプランを提示します。 

4.2. レベル 1 達成に向けた具体的な 4 ステップ 

以下の 4 つのステップに沿って、レベル 1「探索・理解フェーズ」を推進します。 

1. パイロットチームの結成 (～1 週間) 3～5 名で AI 活用を推進する実証チーム

を選定します。リーダー、ユースケース実践担当、成果記録担当など、役割を

明確化することが成功の鍵です。 

2. PoC の実施 (1 ヶ月間) 本マニュアルで紹介した 4 つのコア・ユースケースを

実際に試します。週次で短いミーティングを設定し、進捗、発見、課題を共有

するサイクルを回します。 

3. 成果報告と評価 (～1.5 ヶ月後) PoC で得られた定量的成果（時間短縮など）

と定性的成果（新たな発見など）を報告書にまとめ、部門内報告会で共有しま

す。成功体験を広め、次のステップへの機運を高めます。 
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4. レベル 2 への移行計画策定 PoC の結果を踏まえ、より本格的な活用（レベ

ル 2）に向けた検討を開始します。エンタープライズ版 AI の導入や、より高度

なセキュリティ要件の整理などが議題となります。 

4.3. 今後の展望：成功の階段を一段ずつ 

生成 AI の活用は、一度に頂上を目指す登山ではなく、一歩ずつ着実に登る階段の

ようなものです。 

我々の現在地は、「レベル 1：探索・理解」「レベル 2：業務効率化」、さらには「レベル

3：戦略支援」へと続く、より高度なステージに進むための最も重要な土台となります。 

本マニュアルは、その成功への階段の、最も重要で確実な「最初の一段」です。この

一段から、我々自身の手で、知財部門の価値を再定義する未来を始めましょう。 
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